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福
山
城
下
の
東
方
、深
津
高
地
に
位
置
す
る
。深
津
は
そ
の
名
称
の
示
す
よ
う
に
、

深
く
入
込
ん
だ
津
を
意
味
し
、
古
く
は
現
在
の
深
津
高
地
は
深
く
湾
入
し
た
福
山
湾

内
に
突
出
し
た
半
島
状
の
丘
で
あ
り
、
蔵
王
山
塊
の
山
麓
に
良
港
を
形
成
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。「
万
葉
集
」
巻
一
一
に
「
路
の
後
深
津
島
山
暫
く
も
君
が
目
見
ね
ば

苦
し
か
り
け
り
」
の
歌
が
あ
り
、
こ
の
深
津
島
山
は
深
津
高
地
を
さ
す
と
さ
れ
る
。 

少
な
く
と
も
平
安
時
代
に
は
深
津
高
地
の
両
側
に
遠
浅
の
海
岸
が
形
成
さ
れ
人
家
が

存
在
し
た
こ
と
は
、平
安
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
須
恵
器
や
土
師
器
、

中
世
の
土
器
、
中
国
よ
り
輸
入
さ
れ
た
磁
器
を
含
む
貝
塚
が
点
在
す
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。 

 

戦
国
時
代
に
は
深
津
高
地
南
端
の
王
子
山
城
に
長
尾
主
計
頭
が
居
城
（
備
後
古
城

記
）。
将
軍
足
利
義
昭
が
毛
利
氏
を
頼
っ
て
鞆
に
来
寓
し
た
時
、「
深
津
と
申
所
に
御

館
を
作
り
五
千
石
の
知
行
を
付
さ
せ
給
」（
室
町
殿
日
記
）
と
当
地
に
一
時
住
し
た
と

伝
え
る
。
ま
た
近
世
初
期
に
は
王
子
山
城
に
毛
利
元
康
（
元
就
七
男
の
伝
え
が
あ
る
）

が
在
城
し
た
ら
し
い
（
備
中
府
志
）。 

 

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
の
備
後
国
知
行
帳
で
は
二
七
九
石
余
、
元
禄
一
三
年
（
一

七
〇
〇
）
の
備
前
検
地
で
八
六
一
石
余
と
な
る
。
こ
の
増
加
は
新
田
開
発
に
よ
る
も

の
で
、「
福
山
志
科
」
に
「
深
津
ノ
近
辺
元
和
寛
永
ノ
比
マ
テ
渺
々
タ
ル
海
ナ
リ
、
薬

師
寺
ノ
辺
ヲ
西
浜
卜
云
ヒ
遠
干
潟
ナ
リ
、
蛙
石
卜
云
礁
ア
リ
テ
往
来
ノ
船
ヲ
損
ス
ル

コ
ト
度
々
ナ
リ
、
一
丁
四
方
許
ノ
石
ナ
リ
シ
ヨ
シ
今
ハ
田
ノ
中
ニ
ノ
コ
リ
テ
三
間
四

方
許
ニ
ミ
ユ
、
形
蝦
蟇
ノ
ツ
ク
ハ
ヘ
ル
コ
ト
シ
、
正
保
年
中
二
水
野
侯
千
間
堤
ヲ
築

テ
市
村
・
引
野
・
深
津
等
ノ
新
田
ヲ
開
カ
ル
」
と
あ
る
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

頃
の
反
別
七
五
町
余
、
う
ち
畠
四
二
町
余
、
四
一
三
戸
・
一
千
六
六
〇
人
、
牛
四
七
・

馬
四
三
（
同
書
）。 

 

神
社
は
前
述
の
新
田
開
発
に
か
か
わ
り
水
野
勝
成
が
社
殿
を
造
営
、
神
田
五
反
を

寄
進
し
た
と
伝
え
る
塩
崎
神
社
、
足
利
義
昭
の
霊
を
祀
る
と
い
う
三
島
大
明
神
な
ど

が
あ
り
、
さ
ら
に
出
崎
八
幡
社
が
蔵
の
崎
の
上
の
丘
に
祀
ら
れ
る
が
、
蔵
之
崎
は
王

子
山
城
主
毛
利
元
康
時
代
の
米
蔵
の
跡
と
伝
え
、「
当
村
の
詞
に
他
村
を
在
郷
と
い
」

う
の
は
、
元
康
の
城
下
で
あ
っ
た
た
め
と
い
う
（
備
陽
六
郡
志
）。
寺
院
は
長
尾
寺
・

薬
師
寺
の
ほ
か
、
町
人
の
火
葬
場
跡
に
、
念
仏
寺
で
あ
っ
た
浄
土
宗
の
小
庵
を
水
野

勝
種
の
母
月
窓
院
が
寺
と
し
た
専
故
寺
が
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
移
転
し
て
廃
寺
と

な
っ
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
戸
長
石
井
英
太
郎
が
翠
松
館
を
長
尾
寺
に
創
設
、

翌
年
こ
れ
を
母
体
に
福
山
藩
最
初
の
啓
蒙
所
が
開
か
れ
、
同
五
年
校
舎
を
字
浜
に
移

転
し
て
深
津
小
学
校
と
改
名
。
こ
れ
は
広
島
県
下
最
初
の
小
学
校
で
あ
っ
た
。 

 

な
お
明
治
一
九
年
以
前
、
深
津
沼
田
・
木
之
端
の
両
村
を
合
併
。
同
四
一
年
、
歩

兵
第
四
一
連
隊
が
福
山
に
移
駐
す
る
と
、深
津
高
地
は
陸
軍
の
演
習
地
と
な
っ
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
こ
こ
に
文
化
教
育
施
設
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

蔀
山 

 

福
山
市
西
深
津
町 

 

蔵
王
山
塊
よ
り
福
山
平
野
に
突
出
す
る
深
津
高
地
の
一
支
丘
に
あ
た
る
。
現
在
稲

荷
大
明
神
境
内
か
ら
西
側
平
坦
な
台
地
一
帯
を
称
す
る
。
蔀
山
は
「
古
今
六
帖
」
な

ど
に
詠
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
所
在
に
は
異
説
が
あ
る
。
当
地
に
は
将
軍
足
利
義
昭
が

居
館
を
構
え
、
深
津
御
所
と
も
蔀
山
御
所
屋
鋪
と
も
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
義
昭
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
二
月
毛
利
氏
を
頼
っ
て
鞆
に
到
着
、
公
方
谷
に

居
館
を
定
め
た
。
同
一
〇
年
毛
利
氏
と
豊
臣
秀
吉
と
の
講
和
に
よ
り
、
京
都
に
帰
っ

て
幕
府
を
開
く
希
望
が
絶
え
、
義
昭
は
そ
の
後
居
所
を
備
後
国
内
に
転
々
と
移
し
、
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同
一
五
年
頃
に
は
津
之
郷
に
御
座
所
が
あ
っ
た
（
九
州
御
動
座
記
、
九
州
道
の
記
〉。

蔀
山
居
館
に
つ
い
て
「
福
山
志
料
」
は
、「
蔀
山
に
あ
り
、
西
の
方
な
る
平
ら
か
な
る

岡
こ
れ
な
り
」
と
記
し
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
「
室
町
殿
日
記
」
の
「
備
後
の

国
深
津
と
申
所
に
御
館
を
作
り
」、「
西
国
太
平
記
」
の
「
備
後
国
深
津
に
御
所
を
経

営
」
と
い
う
記
事
を
あ
げ
る
。
両
書
と
も
義
昭
は
帰
洛
後
再
度
備
後
に
下
向
、
隠
退

生
活
を
深
津
御
所
で
送
っ
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し 

天
正
一
六
年
秀
吉
に
帰
洛
を
許
さ
れ
て
帰
京
後
、
義
昭
が
再
び
備
後
に
来
住
し
た
確

証
は
な
く
、
お
そ
ら
く
鞆
在
住
中
か
津
之
郷
在
館
時
に
深
津
に
も
別
邸
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。 

現
在
「
伝
足
利
義
昭
居
館
跡
」
と
し
て
市
指
定
史
跡
。 

 

な
お
蔀
山
北
東
の
網
木
に
あ
る
小
丘
を
三
島
と
い
い
、
小
社
（
三
島
大
明
神
）
が

あ
っ
て
足
利
義
昭
の
霊
を
祀
る
と
い
う
。「
西
備
名
区
」
に
は
三
輪
大
明
神
と
あ
る
。 

長
尾
寺 

福
山
市
東
深
津
町 

 

深
津
高
地
の
南
麓
に
あ
り
、
宝
竜
山
普
賢
院
と
号
し
、
真
言
宗
大
覚
寺
派
。
本
尊

観
世
音
菩
薩
。
大
同
年
中
（
八
〇
六
～
八
一
〇
）
弘
法
大
師
の
開
基
と
伝
え
、
草
創

当
時
観
音
寺
と
称
し
た
が
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
に
崇
徳
天
皇
が
再
建
、
こ
の

時
普
賢
院
と
改
め
た
と
い
う
。
崇
徳
上
皇
が
保
元
の
乱
に
よ
り
兼
州
へ
流
さ
れ
る
途

中
深
津
に
立
寄
り
、
市
の
医
王
寺
に
行
宮
を
置
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
（
西
備
名

区
）、
早
く
よ
り
崇
徳
天
皇
ゆ
か
り
の
伝
説
が
生
れ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

現
寺
号
に
な
っ
た
の
は
、
戦
国
時
代
長
尾
主
計
頭
隼
人
が
王
子
山
城
主
と
し
て
当

地
を
支
配
し
て
い
た
と
き
、
当
寺
を
再
建
し
た
こ
と
が
「
西
備
名
区
」
に
み
え
、
そ

の
名
を
と
っ
て
寺
号
と
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
本
尊
の
観
音
を
吉
津
に

移
し
て
一
寺
を
建
て
観
音
寺
と
し
、
当
寺
の
本
尊
に
は
普
賢
菩
薩
を
安
置
。
宝
永
年

中
（
一
七
〇
四
～
一
一
）
に
西
中
条
（
福
山
市
神
辺
町
）
寒
水
寺
の
伝
弘
法
大
師
作

の
観
音
を
請
う
て
本
尊
と
し
た
と
伝
え
る
。 

薬
師
寺 

 

福
山
市
東
深
津
町 

 

深
津
高
地
南
端
近
く
の
丘
上
に
位
置
し
、
王
子
山
福
正
院
と
号
し
、
真
言
宗
大
覚

寺
派
。
本
尊
は
薬
師
如
来
で
あ
る
が
、「
備
陽
六
郡
志
」
は
「
文
禄
の
頃
、
此
辺
は
渺
々

た
る
海
な
り
け
る
が
、
海
中
に
光
物
有
、
所
を
さ
だ
め
ず
、
西
入
と
い
ふ
法
師
小
船

に
乗
て
夜
を
覘
け
る
に
、
こ
の
光
も
の
次
第
に
近
よ
り
蛙
岩
ま
で
来
る
、
西
入
則
舟

を
漕
よ
せ
み
れ
ば
薬
師
の
尊
像
な
り
、
急
ぎ
取
揚
置
け
る
に
霊
験
著
し
」
と
、
海
中

出
現
を
伝
え
て
い
る
。 

 

当
寺
は
慶
長
年
中
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
王
子
山
に
居
城
し
た
毛
利
元
康
が

こ
の
尊
像
の
奇
特
を
感
じ
、
一
字
を
建
立
し
た
の
に
始
ま
る
と
い
う
。
寛
文
年
中
（
一

六
六
一
～
七
三
）
福
山
藩
主
水
野
勝
成 

が
今
日
の
よ
う
な
堂
舎
を
建
立
し
、
そ
れ
ま
で
は
草
堂
で
あ
っ
た
。 

「
西
備
名
区
」
は
、、
当
時
の
住
職
は
碁
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
遊
猟
の
途
次
、
立
寄

っ
た
水
野
氏
の
相
手
を
つ
と
め
、
取
立
て
ら
れ
た
と
伝
え
る
が
、
江
戸
初
期
の
彩
色

絵
の
板
襖
に
水
野
家
紋
入
り
の
引
手
が
あ
り
、
福
山
城
伏
見
御
殿
と
同
一
の
板
襖
な

ど
を
蔵
し
、
水
野
氏
時
代
建
立
を
物
語
っ
て
い
る
。 

以
上
、
平
凡
社
刊
『
広
島
県
の
地
名
』
よ
り 

王
子
山
城
と
毛
利
元
康 

 
市
街
地
の
ど
真
ん
中
と
言
う
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
も
戦
国
時
代
の
城
塞
の
跡
が
残

っ
て
い
る
。
東
深
津
町
の
王
子
山
城
跡
だ
。 

 

国
道
を
福
山
駅
前
か
ら
東
に
向
か
う
と
、
洋
服
の
青
山
辺
り
で
、
左
手
に
コ
ン
ク
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リ
ー
ト
の
胸
壁
で
塗
り
固
め
ら
れ
た
低
い
丘
が
見
え
る
。
こ
れ
が
王
子
山
城
跡
で
あ

る
。 

 
少
し
や
や
こ
し
い
が
、
天
満
屋
前
の
市
道
を
東
に
進
み
「
三
枚
橋
」
を
渡
っ
て
突

き
当
た
り
を
右
折
、
更
に
進
む
と
東
西
の
市
道
に
ぶ
つ
か
り
、
左
手
に
神
社
の
参
道

が
見
え
る
。
参
道
を
登
れ
ば
「
王
子
神
社
」
で
、
こ
こ
が
本
丸
の
跡
だ
。
参
道
の
左

右
、
さ
ら
に
神
社
か
ら
南
西
に
延
び
る
尾
根
に
は
「
曲
輪
」
の
跡
と
思
わ
れ
る
平
坦

地
が
見
ら
れ
、
こ
こ
が
確
か
に
城
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

築
城
者
は
容
易
な
ら
ぬ
人
物
だ
。「
備
後
古
城
記
」
を
ひ
も
解
く
と
、「
深
津
村 

王

子
山 

毛
利
大
蔵
大
輔
元
康 
毛
利
元
就
卿
之
息 

七
男 

慶
長
三
年
」
と
あ
る
。

「
毛
利
元
就
卿
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
あ
の
有
名
な
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
「
も

と
な
り
」
だ
。
そ
の
七
男
と
い
う
か
ら
、
今
ま
で
紹
介
し
た
山
城
の
城
主
と
は
格
が

違
う
、
し
か
も
、「
慶
長
三
年(

１
５
９
８)
」
と
言
え
ば
、
あ
の
関
が
原
合
戦
の
直
前

で
、
時
代
は
も
う
近
世
に
入
っ
て
い
る
。 

 

元
康
は
、
正
し
く
は
毛
利
元
就
の
八
男
。
永
禄
十(
１
５
６
７)

年
、
元
就
７
１
歳

の
時
の
子
と
い
う
。
は
じ
め
出
雲
末
次
城
主
に
任
命
さ
れ
「
末
次
」
を
称
し
た
が
、

天
正
十
三(

１
５
８
５)

年
、
兄
の
出
雲
富
田
月
山
城
主
毛
利
元
秋
が
な
く
な
っ
た
た

め
、
兄
の
跡
を
つ
い
で
富
田
城
主
と
な
っ
た
。 

 

元
康
が
備
後
に
入
部
し
た
の
は
天
正
十
九(

１
５
９
１)

年
、
領
地
替
え
で
備
後
神

辺
城
主
に
任
命
さ
れ
、
備
後
国
安
那
郡
１
万
８
８
石
を
は
じ
め
、
深
津
・
沼
隈
郡
そ

の
ほ
か
で
合
計
２
万
３
８
２
８
石
余
を
領
し
た
。文
禄
四(

１
５
９
５)

年
従
五
位
下
、

任
大
蔵
大
輔
、
堂
々
た
る
大
名
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ほ
ど
の
人
物
が
、
何
故
、
当
時
福
山
湾
に
突
き
出
た
深
津
高
地
の
突
端
に
城

を
築
い
た
の
か
、
証
拠
は
残
っ
て
い
る
の
か
…
。 

 

ま
ず
、「
備
後
古
城
記
」
な
ど
の
地
誌
は
別
に
す
る
と
、
元
康
の
子
孫
に
伝
わ
っ
た

記
録
が
あ
る
。
元
康
の
子
孫
は
長
州
藩
毛
利
家
の
「
一
門
」
と
し
て
防
州
厚
狭
を
領

し
、「
厚
狭
毛
利
家
」
と
称
さ
れ
た
。
同
家
の
記
録
を
見
る
と
、
元
康
の
所
に
「
後
在

備
後
神
辺
城 

或
深
津
城
と
も
云
う
」
と
あ
る
。
更
に
系
図
に
は
、
元
康
の
嗣
子
元

宣
は
「
備
後
深
津
城
で
誕
生
」
と
あ
る
。 

 

記
録
の
性
質
か
ら
、
深
津
城
云
々
を
捏
造
す
る
必
然
性
は
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
、

元
康
が
神
辺
城
か
ら
深
津
王
子
山
に
居
城
を
移
そ
う
と
し
た
こ
と
は
事
実
と
考
え
て

い
い
。 

 

神
辺
か
ら
海
寄
り
に
城
を
移
そ
う
と
し
た(

移
し
た)

人
物
と
し
て
ま
ず
頭
に
浮
か

ぶ
の
は
水
野
勝
成
だ
。
こ
の
福
山
開
祖
は
以
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鞆
と
い
う
瀬
戸

内
海
航
路
の
要
を
押
さ
え
る
た
め
に
福
山
城
を
築
い
た
。
元
康
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
元
康
は
勝
成
と
違
っ
て
実
際
に
海
を
渡
っ
て
戦
っ
た
経
験
を
持
つ
。
文
禄

慶
長
の
役
で
、
元
康
は
主
君
毛
利
輝
元
の
代
理
と
し
て
出
陣
し
、
大
き
な
手
柄
を
立

て
た
。
海
上
支
配
の
重
要
性
を
熟
知
し
て
い
た
は
ず
だ
。 

 

歴
史
の
「
も
し
」
を
空
想
す
る
の
は
楽
し
い
。
も
し
、
関
が
原
の
合
戦
が
な
か
っ

た
ら
、
福
山
の
歴
史
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
城
は
王
子
山
に
あ
り
、
福
山
市
で
は
な

く
「
深
津
市
」
と
な
っ
て
い
た
か
も
…
。 

蔀
山
と
足
利
義
昭 

 

市
内
に
は
、
津
之
郷
町
の
「
御
殿
山
」
以
外
に
、
足
利
義
昭
の
居
館
跡
と
伝
わ
る

場
所
が
、
も
う
一
ヶ
所
残
っ
て
い
る
。
西
深
津
町
の
「
蔀
山
（
し
と
み
や
ま
）」
だ
。 

 

現
地
を
訪
ね
て
み
る
と
、
神
社
の
境
内
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
２
段
の
平
坦
面
か

ら
な
り
、
確
か
に
古
い
屋
敷
地
で
あ
る
。 

 

伝
承
で
は
、
義
昭
は
晩
年
、
こ
こ
に
屋
敷
を
構
え
、
亡
く
な
っ
た
と
言
い
、
墓
も

「
原
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
（
西
備
名
区
）。 

「
義
昭
と
親
し
か
っ
た
連
歌
師
紹
巴
は
、
義
昭
が
備
後
で
零
落
し
て
い
る
の
を
聞
い

て
、
太
閤
秀
吉
に
取
り
成
し
た
。
秀
吉
も
義
昭
の
事
を
気
に
か
け
て
い
た
の
で
、
毛
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利
輝
元
に
義
昭
の
世
話
を
命
じ
た
。
輝
元
は
備
後
の
深
津
と
い
う
と
こ
ろ
に
御
館
を

作
り
、
５
千
石
の
知
行
を
添
え
て
義
昭
を
も
て
な
し
た
。
秀
吉
は
ま
た
田
舎
暮
ら
し

は
侘
し
か
ろ
う
と
、
傍
で
召
し
使
っ
て
い
た
美
女
を
義
昭
に
進
呈
し
、
徒
然
を
慰
め

さ
せ
た
…
（
室
町
殿
日
記
）」 

 

史
実
の
上
で
は
、
前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
義
昭
は
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
三

月
、
赤
坂
で
秀
吉
と
面
会
し
、
帰
京
を
許
さ
れ
た
。
同
年
閏
五
月
に
は
、
毛
利
輝
元

に
書
状
を
出
し
、
在
国
中
の
礼
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
帰
京
が
確
認
さ
れ
る
。
以
後
、

義
昭
が
備
後
に
再
度
下
向
し
た
と
い
う
記
録
は
無
い
。 

 

深
津
の
蔀
山
が
義
昭
の
居
館
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
次
の
一
文
が

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
…
。 

「（
七
月
）一
五
日（
宮
島
を
出
て
）そ
れ
よ
り
備
後
の
津
公
儀
御
座
所
に
参
上
し
て
、

一
八
日
朝
鞆
ま
で
こ
し
侍
る
…
（
細
川
幽
斎
「
九
州
道
の
記
」）」 

 

細
川
幽
斎
は
、
藤
孝
と
い
い
、
義
昭
の
将
軍
就
任
に
は
一
方
な
ら
ぬ
尽
力
し
た
人

物
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
義
昭
が
信
長
と
対
立
し
、
そ
の
排
除
を
謀
る
よ
う
に
な
る
と

義
昭
を
見
限
り
、
信
長
に
付
い
た
。
以
後
、
細
川
氏
は
織
田
、
豊
臣
、
徳
川
の
世
う

ま
く
泳
ぎ
、
肥
後
熊
本
５
４
万
石
の
大
大
名
と
し
て
明
治
維
新
ま
で
存
続
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
幽
斎
は
、
全
く
義
昭
を
見
捨
て
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
最
後
ま

で
室
町
幕
府
を
背
負
っ
た
名
門
細
川
氏
と
し
て
、
何
く
れ
と
面
倒
を
見
た
。
こ
の
一

文
は
、
幽
斎
が
秀
吉
に
従
っ
て
九
州
に
下
向
し
た
際
の
紀
行
文
で
、
帰
途
に
津
之
郷

の
義
昭
の
御
所
（
公
儀
御
座
所
）
を
訪
ね
た
こ
と
が
分
か
る
。
既
に
義
昭
は
帰
京
し

て
い
る
筈
だ
か
ら
、
二
日
も
滞
在
し
た
の
は
解
せ
な
い
が
、
或
い
は
義
昭
帰
京
後
の

後
始
末
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

「
室
町
殿
日
記
」
は
、
こ
の
紀
行
文
に
「
津
公
儀
御
座
所
」
と
あ
る
の
を
「
深
津
」

と
即
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
物
は
「
日
記
」
と
あ
る
が
当
時
の
も
の
で
は

な
く
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
備
後
の
事
情
に

明
る
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
本
来
「
津
之
郷
」
と
あ
る
べ
き
を
「
深
津
」
と
誤
っ

た
と
判
断
し
た
い
。 

 

な
お
、
深
津
の
「
蔀
山
」
が
義
昭
の
居
館
跡
で
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
中
世
に
さ
か

の
ぼ
る
屋
敷
跡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
江
戸
時
代
初
期
、
水
野
氏
の
干
拓
に

よ
っ
て
周
辺
が
陸
化
す
る
ま
で
、
蔀
山
は
深
津
湾
に
東
か
ら
西
に
突
き
出
た
岬
で
あ

っ
た
。
こ
の
地
に
海
上
を
監
視
す
る
「
海
賊
城
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
大

い
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
、
田
口
義
之
『
新
び
ん
ご
今
昔
物
語
』（
大
陽
新
聞
連
載
）
よ
り 
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深津島山周辺（国土地理院電子地図より） 



 

 

 

次回の「ぶら探訪」は１０月５日（土）９時、広島県立歴史博物館前スタートの 

     「福山城の西側を歩く」です。ご期待ください。

 

森本繁『備後の歴史散策』より 
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